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四月になって、学校・会社・お役所等、それぞれ新年度に入り、新しい気持ちでスタートしてい

ます。天使幼稚園も、新しいメンバーを迎え、昨日から新年度が始まりました。教会も、来週は

受難の主日、そして、聖週間、復活祭、と大事な時期を迎えようとしています。四旬節第五主

日の今日、朗読箇所として与えられたみ言葉を味わい、復活祭を迎えるふさわしい準備をい

たしましょう。 

 先週、教会は、有名なルカの「放蕩息子」のたとえを聞いて、神のあふれるほどのいつくしみ

の愛を味わいました。今日は、それに続いて、神のゆるしの愛を如実に表す「姦通の女」の話

を聞きました。ヨハネ福音書の８章のはじめに記されていますが、ルカの福音書に近い特徴が

いくつもあり、本来、ルカのものだったのではないかと言われています。 

 いずれにしても、生きるためにやむを得ず、自らの体を売るという、罪の道に入ってしまった

女性と、律法で許されない行為を行った女性に、イエスがどのような態度を示すか、試そうとし

たユダヤ人の話です。律法によれば、理由はともかく、この行為に及んだことで、「石殺し」とい

う厳しい裁きを免れません。はたして、イエスがそうした裁きを行うか、はたまた、寛容に女を

ゆるすことで、律法違反に及ぶのか、律法学者やファリサイ派の人々はイエスを罠にはめよう

としたのです。 

 イエスがどのような態度を取られたかは、皆様よくご存じです。イエスが彼女を罪に定めなか

ったことは当然ですが、同時に、イエスをわなに欠けようとしたユダヤ人に対しても、厳しく反

論されたわけでもありません。ただ、だまって、「かがみこみ、指で地面に何か書き始められた」

とあります。何を書かれたかわかりません。どのくらいの時間が過ぎたのかわかりません。し

かし、しつこく問い続ける人々に向かって、イエスは、「あなたたちの中で罪を犯したことのない

者が、まず、この女に石を投げなさい」と言われます。そして、再び、身をかがめて地面に書き

続ける間に、人々は、「年長者から始まって、一人また一人、と立ち去ってしまい、イエスひとり

と、真ん中にいた女が残った」と記します。 

 イエスは女を断罪されず、しかも、糾弾しようとした男たちにも厳しい言葉を発することもされ

ません。放蕩の末、帰郷した弟を歓迎した父親が、それを快く思わなかった兄に対しても、辛く

当たらなかったように、イエスは、罪の生活にはまった女性を断罪しなかっただけでなく、断罪

を期待した人々をも、見逃がしておられたのです。 

 ７年前、教皇フランシスコは『いつくしみの特別聖年』を設定され、神のいつくしみの豊かさに

ついて、深く黙想する機会を与えられましたが、その聖年の終わりに、アウグスティヌスの言葉

に基づくと言われる、『あわれみあるかたとあわれな女』（Misericordia et misera）という題の

「使徒的書簡」を発表されました。その冒頭に、今日の福音の話を紹介しておられますが、そ

の中で、教皇は、神の慈しみの豊かさを知ったわたしたちが、ただそれを味わい、喜ぶだけで

なく、ゆるしの恵みを受けることで、「いつくしみの道具」、「和解の奉仕者」となり、さらには、

「いつくしみの文化」を推し進めるようにと、勧めておられます。 



 そのためには、まず、わたしたちが「ゆるされた者」であることをしっかり認識しなければなり

ません。わたしたちは、とかく、「放蕩息子」の兄のように、あるいは、ファリサイ派の人々のよう

に、自分のありのままの現実を棚上げして、他の人々を裁いたり、断罪したりしがちです。自ら

も罪びとであること、しかし、主のいつくしみによって罪をゆるされ、その愛によって、変えられ、

生かされていることを自覚することが大切です。その上で、ゆるされた者、主の愛に受け入れ

られた者としての喜びを生き、人々にあらわす使命を果たしてゆきましょう。そして、可能であ

れば、また、機会があれば、自分の回りで、様々な困難や、悩み、痛みを抱えている人、生活

面で必要を感じている人々に、寛大な奉仕をするよう招かれていることを忘れないようにしまし

ょう。この狭い、日本だけでなく、遠く離れた地にあっても、様々な理由で苦しんでいる兄弟姉

妹のために、祈り、彼らのためにできることを捧げるよう努めましょう。 

 先日、カリタス Japan から依頼があった「ウクライナ危機人道支援活動」に多くの方が協力さ

れたことは嬉しいことです。四旬節「愛の献金」にも、引き続き協力いたしましょう。 

 こうした協力を通して、教皇が「いつくしみの文化」と呼ばれた、お互いに開かれた世界の実

現に向けて、小さな貢献ができたら素晴らしいと思います。（S.T.） 

 


